公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会
第12回 学自研学生委員会 議事録
2014年3月23日
1．概要 

日  時：2014年3月23日(土) 15:00～17:00 

場  所：自動車技術会本部4階会議室
参加者：

神奈川工科大学

新木・宮本


関東学院大学

早乙女


工学院大学

久住・只野
国士舘大学

中山
芝浦工業大学

秋葉・廣兼・堀江
中央大学


大野
東京大学


酒井
東京農工大学

帷子
日本大学生産工

野口・平野・深澤・藤井
横浜国立大学

鈴木・宮澤
 (大学名50音順・敬称略・OP会員略)
2．配布資料
①国際交流事業（ツインリンクもてぎ見学）報告書
②建設重機に関する見学会　企画書
3．議題
3.1.企画報告
　3.1.1.学術講演会
　3.1.2.国際交流事業
3.2.次年度企画
3.2.1.建設重機見学会
3.3.次年度役員
3.4.次年度以降の活動改善
3.4.1.改善したい点
3.4.2.今後行うこと
3.5. 次回委員会
4. 企画報告
4.1. 学術講演会
3月7日の学術講演会について，委員長の鈴木より口頭での報告があった．反省点として，英語のポスターは説明が始めにくく，日本語版のポスターもあった方が良かったとの点が挙げられた．
4.2. 国際交流事業
3月6日-12日まで行われた国際交流について報告があった．正式な報告書は次回委員会で提出される．
反省点として以下が挙げられる．3月9日に日光へ向かった際チェーン規制が敷かれていたが，一部の車しかチェーンに対応できていなかった．11日に小野測器様のゲストハウスを出る際に忘れ物をし，先方に迷惑をかけてしまった．3月9日-11日にかけて移動予定の遅れがあり，見学先へ迷惑をかけてしまうことがあった．また，日によっては車の数が少なく，定員ギリギリで乗車する場面があった，といった点が挙げられた．以上に対し，ホテルやゲストハウスを出る際のチェックをしっかり行うこと，車での移動時間に更に余裕を持つことなどの対策が挙げられた．
加藤理事より，日数が去年と比べて一日短かったので，来年は一日伸ばすことを検討しているとの連絡があった．
5. 次年度企画
5.1. 建設重機見学会
・大まかなスケジュール案の作成を行った．
・体験を重視して見学先を考えることとする．例として，一般には公開していないバーチャルリアリティ施設を見学したい．
・5月26日～30日の平日に開催予定．
6. 次年度委員について
・現在のところ，書記を希望する委員がいない．毎回の議事録作成を固定とするか，輪番制にするか，といった意見が挙げられた．また，ほかの役職との兼務もできる．
・議事録について，次年度からは誰がいつまでに何をするかを明確に記載する．また，次回委員会までに現職書記の宮澤が議事録のフォーマットを作成する．
・ボイスレコーダを導入したいとの意見が出た．
7. 次年度以降の活動改善
7.1. 改善したい点
　学自研活動をよりよいものとするため，次年度から改善したい点を列挙した．
・毎回委員会でやるべきことを明確にしたい．
・新しく入った人が発言しにくいので，席を入れ替える，名札の作成，レクリエーションの実施といったアイデアが出た．
・何をしているのかわからないので，委員会のガイダンスを行うことでイメージをつかみづらい．
・企画担当を行う人間にバラつきがあった．
・アンケートのフォームを統一した方が良い．
・企画の頻度のバランスを良くしたい．
・参加者集めに苦労する機会が多かった．→今後は学生フォーミュラのチームにも展開する．
・グーグルフォームの作成方法が変わっており，web担当が随時マニュアルを更新してほしい．
・毎回の委員会で印刷物が余ったり，足りなくなるケースが多い．
・共有ドライブが複数あるので，なにがあるのかわからない．
・共有ドライブはweb担当が管理し，二年分のみクラウド上に保管，それ以前はHDDに入れたい．
・上の意見に対し，HDDを管理するより年度毎に共有ドライブのアカウントを作成する，という意見も出た．
・共有ドライブについて，極端に大きな写真が容量を圧迫することを防ぐため，写真の容量を統一するアップロードのガイドラインを作成したい．
・学生委員の名前と顔が一致しない
・どの理事に何を相談するべきか，リストを作成してはどうか．
7.2. 今後行うこと
・資料については各担当者が日曜日までに委員長または，副委員長に送る．委員会直前の月曜に展開し，参加者が各自で印刷する．（各担当者は一応，10部ほど印刷して持参することが望ましい）
・学生フォーミュラへの展開については，委員長がとりまとめて展開．個別の質問などは各担当者が対応するものとする．
・学自研の新規委員に対するガイダンスとして，4月委員会でパワーポイントを用い，鈴木が活動を発表する．
・企画頻度に関しては4月委員会で検討する．
・次年度企画案の収集は，中山がGoogleフォームを用意し行う．
8. 次回委員会
・4月19日（土）に関東支部本部で行う．
・13時30分～15時30分まで学生委員会．16時～17時に学自研大会．その後懇親会
・4月11日までに次年度の企画を中山に提出すること．
・F1特別講演との同時開催は無理となった．
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